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迫
力
満
点
の
力
作
に
驚
き
の
声

　

第
15
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
が
、
開
幕
し
ま
し
た
。
会
場

に
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
正
面
ゲ
ー
ト
を
く

ぐ
っ
た
瞬
間
、
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
＝
Ｐ
２
～
５
）



町民たちの技術が光る造形展
第 15 回ながしま造形美術展開幕

　

10
月
19
日
、
太
陽
の
里
ピ
ク
ニ
ッ

ク
広
場
（
鷹
巣
）
で
、
第
15
回
な
が

し
ま
造
形
美
術
展
が
開
幕
し
ま
し

た
。

　

昭
和
60
年
に
旧
東
町
の
町
政
施
行

30
年
を
祝
う
行
事
の
一
つ
と
し
て

「
あ
づ
ま
造
形
展
」
が
開
催
さ
れ
、

今
回
で
15
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

19
日
の
開
会
式
で
は
、
開
会
宣
言

に
あ
わ
せ
て
、
出
水
中
央
高
等
学
校

の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
花
を
添

え
ま
し
た
。
前
畑
詔
爾
実
行
委
員
長

は
「
製
作
者
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
ま

す
」
と
、
関
係
者
に
謝
辞
を
述
べ
、

川
添
健
町
長
は
「
造
形
展
が
地
域
の

絆
を
深
め
て
い
る
。
27
年
度
に
鹿
児

島
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
へ

つ
な
が
る
造
形
展
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
集
落
や
学
校
な
ど
の
ほ

か
、
今
回
は
特
別
出
展
と
し
て
、
三

島
村
や
十
島
村
に
伝
わ
る
仮
面
神
も

お
目
見
え
し
、
１
１
８
点
も
の
作
品

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
市
か
ら
来
場
し
た
緒
方
準
一

さ
ん
は
「
ず
っ
と
造
形
展
に
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
た
。
造
形
物
は
細
部

に
ま
で
手
が
込
ん
で
い
て
感
心
し

た
。
長
島
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
活
発
で

す
ば
ら
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

次
項
か
ら
、
今
回
の
入
賞
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

↑開会式でテープカットする川添健町長ら↑多くの来場者でにぎわう商工会員らの出店
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一般の部

2013 Nagashima Art Festival

最優秀賞

優秀賞優秀賞優秀賞

優良賞

優良賞優良賞

優良賞優良賞優良賞

特別賞特別賞

山中
皇帝ペンギン「家族の絆」

塩追
SHŪ-REX（ティラノサウルス）

西
乙
おっことにし

事西 ( 主）
菅牟田
ツリー展望台

福ノ浦
キングコング

唐隈
遣唐使丸

御所ノ浦
鷹

川床中
三羽鶴

市来崎
ポニー

上揚
ラッコ

山門野上
昔のもちつき

杉ノ段
「花・夢・未来」絆フェスタ 2013
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PTA の部

2013 Nagashima Art Festival

　

今
回
の
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
で

は
、
期
間
中
会
場
内
に
特
設
ス
テ
ー

ジ
を
設
け
ま
し
た
。

　

19
日
の
開
会
初
日
は
、
出
水
中
央

高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
同
展
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
演
奏
途
中
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
る
な
ど
全
国

レ
ベ
ル
の
演
奏
で
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
20
日
に
は
、
長
島
町
商
工
会

青
年
部
が
考
案
し
た
長
島
の
ご
当
地

グ
ル
メ
『
長
島
ど
～
ん
鰤
』
も
販
売

さ
れ
、
見
て
楽
し
い
、
食
べ
て
楽
し

い
造
形
展
と
な
り
ま
し
た
。

↑特設ステージで演奏する出水中央高校吹奏楽部員

最優秀賞

優良賞

優秀賞

優秀賞

優良賞優良賞

長島ライオンズクラブ賞長島ライオンズクラブ賞

鷹巣小 PTA
ペガサス

本浦小 PTA
The Motoura Raccoon dog!

汐見小 PTA
汐見天馬の架け橋

田尻小 PTA
赤巻きのすべり台

獅子島幼・小・中 PTA
獅子島のレオ太君

鷹巣中 PTA
羽ばたけ若鷹

浦底
ぐりぶー

城川内小
長島の森の妖精たち

人気者賞

脇崎
もりもり君と子もり君
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こ
れ
ま
で
、
審
査
委
員
長
を
努
め

て
こ
ら
れ
た
楠
畑
裕
也
氏
に
変
わ

り
、
今
回
は
、
彫
刻
家
の
通
畠
義
信

氏
が
審
査
委
員
長
を
努
め
ま
し
た
。

　

通
畠
委
員
長
の
講
評
を
、
一
部
抜

粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

［
講
評
］

　

21
年
前
、
九
州
各
県
で
盛
ん
だ
っ

た
野
外
彫
刻
展
出
品
の
た
め
、
私
は

福
岡
県
矢
部
村
を
訪
れ
、
そ
の
２
年

後
、
宮
崎
県
都
農
町
で
、
杉
の
葉
で

お
お
わ
れ
た
大
き
な
恐
竜
が
居
る
の

を
見
ま
し
た
。
今
回
、
矢
部
村
が
長

島
造
形
美
術
展
の
発
祥
だ
と
伺
い
ま

し
た
。

　

節
目
の
回
の
審
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、楽
し
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
は
、
地
域
の
結
束
と
夢
の
発

信
を
趣
旨
と
し
た
表
現
の
場
で
す
。

「
造
形
美
術
」
は
そ
の
様
式
で
あ
り
、

「
賞
」
は
お
祭
り
で
あ
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。
私
は
、
そ
の
お
祭
り
の
神

輿
の
片
棒
を
担
い
だ
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。

　

こ
の
際
、
本
展
の
今
後
に
つ
い
て

も
何
も
申
し
上
げ
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
す
べ
て
は
皆
様
の「
表
現
」

に
任
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
関
係
す
べ
て
の
皆
様
の
御
尽
力

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
審
査
委
員
長　

通
畠
義
信
）

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
審
査
委
員

審
査
委
員
長

　

通
畠　

義
信
氏

　
（
彫
刻
家
）

審
査
委
員

　

吉
松　

孝
二
氏

　
（
鹿
児
島
県
国
民
文
化
祭
準
備
室
長
）

　

前
田　

友
幸
氏

　
（
出
水
高
等
学
校
教
諭
）

　

砂
田　

光
紀
氏

　
（
長
島
町
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　

石
神　

愛
子
氏

　
（
鹿
児
島
テ
レ
ビ
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

学校・幼稚園の部

2013 Nagashima Art Festival

↑通畠委員長（中央）ら審査委員の皆さん

最優秀賞

優良賞

優秀賞

優秀賞

優良賞

優良賞

蔵之元小
たのしいながしま

鷹巣小
たかのす夢亀

伊唐小
いから・いいから・いいかも

獅子島小
海山祭 in 獅子島

本浦小
本浦オリンピック
～７年後、諸浦島からスター誕生～

獅子島幼稚園
なかよしベンチ

↑商工会青年部の販売ブース前で、
順番待ちする来場者ら

5 広 報 な が し ま



焼
酎
好
き
が
長
島
に
集
結

第
２
回
長
島
焼
酎
祭
り
「
よ
い
ま
い
」

　

10
月
５
日
、
第
２
回
長
島
焼
酎
祭

り
「
よ
い
ま
い
」
が
、
長
島
町
Ｂ
＆

Ｇ
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
と

な
り
、
急
き
ょ
会
場
を
屋
内
に
変

更
し
ま
し
た
が
、
町
内
外
か
ら
約

８
５
０
人 

が
来
場
し
、
会
場
内
は

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

飯
尾
明
彦
実
行
委
員
長
が
「
長
島

の
美
味
し
い
焼
酎
と
食
材
を
、
た
く

さ
ん
飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
ん
で
」
と

話
し
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
登
場

し
た
川
添
健
町
長
は
、
大
き
な
ワ
イ

ン
グ
ラ
ス
を
片
手
に
「
奥
様
が
た
、

今
夜
だ
け
は
笑
顔
で
旦
那
さ
ん
に
飲

ま
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
乾
杯

し
ま
し
た
。

　

今
回
も
長
島
の
銘
酒
「
さ
つ
ま
島

美
人
」
や
島
内
限
定
販
売
「
島
娘
」

な
ど
の
ほ
か
、
甘
い
カ
ク
テ
ル
な
ど

も
多
数
用
意
さ
れ
、
来
場
者
は
思
い

思
い
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。焼
酎
は
、

東
陶
芸
倶
楽
部
脇
崎
教
室
が
製
作
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
焼
酎
サ
ー
バ
ー
で
準

備
さ
れ
、
来
場
者
が
焼
酎
の
利
き
酒

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

場
内
に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け

ら
れ
、
あ
か
ね
園
に
よ
る
あ
か
ね
太

鼓
や
出
水
市
の
ミ
ル
キ
ー
ス
マ
イ
ル

な
ど
に
よ
る
演
奏
が
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

日
置
市
吹
上
町
か
ら
訪
れ
た
中
村

久
仁
子
さ
ん
は
「
最
高
に
楽
し
い
祭

り
。
美
味
し
い
焼
酎
も
た
く
さ
ん
飲

め
て
、
お
土
産
（
お
湯
割
り
用
グ
ラ

ス
）
も
も
ら
え
て
う
れ
し
い
。
来
年

も
ま
た
来
た
い
」
と
、
ほ
ほ
を
赤
く

染
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑好きな焼酎をたしなむ来場者ら

↑長島を代表する焼酎５種↑甘い香りで女性に好評のカクテル

↑仲の良いメンバーで、酒が進み、話も弾む来場者ら
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記念コンサートに
千昌夫さんと新沼謙治さん来町

長島町文化ホールリニューアル記念イベント

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
の
改
修
工
事

完
成
を
祝
し
、
こ
け
ら
落
と
し
と
銘

打
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
同
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
施
設
や
舞
台
設
備
の
老

朽
化
に
伴
う
同
ホ
ー
ル
の
改
修
工
事

で
、
平
成
24
年
６
月
に
着
工
し
、
平

成
25
年
３
月
完
成
し
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
、
舞
踊
集
団
「
菊
の

会
」
に
よ
る
公
演
に
６
０
０
人
が
来

場
し
、
20
日
に
は
、
演
歌
歌
手
の
千

昌
夫
さ
ん
と
新
沼
謙
治
さ
ん
を
迎
え

て
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
昼
の

部
と
夜
の
部
合
わ
せ
て
千
人
以
上
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

菊
の
会
は
、
国
内
を
は
じ
め
世
界

各
国
で
日
本
の
踊
り
を
紹
介
し
、
絶

大
な
評
価
を
得
て
お
り
、
日
本
の
伝

統
舞
踊
の
美
し
さ
や
、
迫
力
を
伝
え

ま
し
た
。

　

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
も
お
馴
染
み
の
大
物
歌
手
２

人
が
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、
名
曲

「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。
公
演
中
、
千
さ
ん
は
「
歌

手
を
辞
め
た
ら
長
島
に
家
を
建
て
た

い
」
と
話
し
、
大
変
長
島
を
気
に
入

ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、
２
人

が
自
ら
募
金
箱
を
抱
え
、
入
場
者
に

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の
義
援

金
を
募
り
ま
し
た
。

↑同郷（東北出身）の２人は息もピッタリ

↑ステージを降りて、来場者と握手する千さん

↑菊の会による伝統舞踊
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元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
迎
え

初
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

　

10
月
13
日
、
町
内
初
と
な
る
「
長

島
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
の
社
会
人
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
、
ア
ク
ア
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
（
中
村
朋
之
代
表
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
異
な
る
世
代
と
の
試
合
な

ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
小
中
学
生
や
保
護
者
、
社

会
人
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
に
は
、
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

で
ヴ
ォ
ル
カ
鹿
児
島
の
選
手
兼
コ
ー

チ
、
登
尾
顕
徳
さ
ん
（
浜
漉
集
落
出

身
）
ら
５
人
も
ゲ
ス
ト
参
加
し
ま
し

た
。
選
手
ら
は
小
中
学
生
に
実
技
指

導
し
た
後
、
試
合
を
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
を
企
画
、
担
当

し
た
宮
脇
和
彦
さ
ん（
福
ノ
浦
集
落
）

は
「
子
ど
も
か
ら
保
護
者
ま
で
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
と
思
う
。
今
後
も
継

続
し
て
開
催
し
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ

て
親
睦
を
深
め
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

↑母親チームと対戦する児童ら ↑参加者らと記念撮影するヴォルカ鹿児島の選手
（前列中央）

練習の成果発揮し、記録に挑戦
第
８
回
長
島
町
小
学
校
陸
上
記
録
会

　

10
月
17
日
、
城
川
内
運
動
場
で
第

８
回
長
島
町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
10
校
の
小
学
５
・
６
年
生
、

２
０
９
人
が
参
加
し
記
録
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

１
０
０
㍍
走
や
走
り
幅
跳
び
の
ほ

か
、
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
、
仲
間
か
ら
の
熱
い
応
援
と
、
保

護
者
ら
の
声
援
が
場
内
に
響
き
渡

り
、選
手
ら
は
全
力
で
挑
み
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
記
録
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
１
位
の
み
掲
載
）

↑接戦となったリレー

５年男子
　100 ㍍走
　走り幅跳び
　走り高跳び
　800 ㍍走
　400 ㍍リレー
５年女子
　100 ㍍走
　走り幅跳び
　走り高跳び
　800 ㍍走
　400 ㍍リレー
６年男子
　100 ㍍走
　走り幅跳び
　走り高跳び
　800 ㍍走
　60 ㍍ハードル走
　400 ㍍リレー
６年女子
　100 ㍍走
　走り幅跳び
　走り高跳び
　800 ㍍走
　60 ㍍ハードル走
　400 ㍍リレー
５・６年混合
　400 ㍍リレー

飯尾　太一
飯尾　太一
竹山　真平
大堂　愛斗

冨永明来映
梅川　璃子
江口　遥
平　妃奈乃

棚崎　翔輝
濵畑　星哉
大川　一
𠮷岡　将輝
中村　翔馬

小嵜　由真
小嵜　由真
鳥越　楓
宮脇　華琳
登尾　果鈴

蔵之元
蔵之元
城川内
蔵之元
蔵之元

川　床
獅子島
蔵之元
鷹　巣
鷹　巣

川　床
鷹　巣
平　尾
川　床
平　尾
川　床

鷹　巣
鷹　巣
蔵之元
鷹　巣
城川内
川　床

蔵之元

14 秒２
396 ㌢
110 ㌢
３分６秒１
１分５秒１

15 秒４
370 ㌢
115 ㌢
３分５秒２
１分８秒１

14 秒７
404 ㌢
125 ㌢
２分 49 秒５
10 秒９
１分３秒９

14 秒８
389 ㌢
115 ㌢
３分５秒８
12 秒１
１分６秒９

１分５秒７

↑フリーキックを蹴る
登尾選手
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笑
い
声
が
元
気
の
源

長島町シルバースポーツ大会、福祉芸能大会
　

10
月
４
日
、
町
内
の
元
気
な
高
齢

者
が
一
堂
に
会
し
、
長
島
町
い
き
い

き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
長
島

町
福
祉
芸
能
大
会
が
長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ

体
育
館
と
文
化
ホ
ー
ル
で
あ
り
、
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
健
康
の
保
持
に
努
め

る
と
と
も
に
、
互
い
に
親
睦
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
生
き
が
い
を
見
い
だ

す
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

午
前
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
テ

ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
の
上
に
ボ
ー
ル
を
乗

せ
て
15
㍍
先
の
ポ
ー
ル
ま
で
走
っ
て

折
り
返
す
「
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
」
や
、

輪
投
げ
、玉
入
れ
な
ど
全
８
種
目
を
、

町
内
の
10
地
区
に
分
か
れ
て
競
い
ま

し
た
。

　

優
勝
は
平
尾
チ
ー
ム
で
、
７
年
連

続
と
な
り
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム
の
宮

瀨
保
さ
ん
（
茅
屋
集
落
）
は
「（
チ
ー

ム
は
）
ス
ピ
ー
ド
は
衰
え
る
が
経
験

豊
富
な
技
を
い
か
し
て
優
勝
で
き

た
。
と
て
も
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
福
祉
芸
能
大
会
が

行
わ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
ほ
か
、

「
長
島
ぐ
る
っ
と
一
周
花
街
道　

酔

い
ど
れ
芸
能
一
座
」
に
よ
る
創
作
コ

ン
ト
や
芝
居
が
披
露
さ
れ
、
会
場
内

に
は
拍
手
と
笑
い
声
が
響
き
渡
り
ま

し
た
。

↑笑顔で競技を楽しむ参加者↑高さ４㍍のカゴを狙う玉入れ↑熱唱する芸能大会出演者

疾風と共に長島路を駆け抜ける
第
８
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　

10
月
27
日
、
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
前

を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
、
第

８
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

が
あ
り
、
１
・
５
㌔
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
、３
㌔
、10
㌔
の
３
つ
の
コ
ー

ス
に
、
町
内
外
か
ら
約
７
５
０
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
浜
健
男
実
行
委
員
長
が

「
事
故
に
気
を
つ
け
て
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
。
長
島
路
を
満
喫
し

て
、
走
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
過
ぎ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
の
号
砲
を
合
図
に
、
約

３
０
０
人
の
親
子
が
１
・
５
㌔
の

コ
ー
ス
を
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。
中
に
は
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
幼

児
も
母
親
ら
と
一
緒
に
参
加
し
、
周

囲
か
ら
「
が
ん
ば
れ
」
と
声
援
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
10
㌔
、
３
㌔
の
コ
ー
ス
も

次
々
と
ス
タ
ー
ト
し
、
起
伏
の
激
し

い
長
島
路
に
挑
み
、
す
が
す
が
し
い

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
㌔
コ
ー
ス
で
１
位
と
な
っ
た
、

熊
本
県
水
俣
市
か
ら
初
め
て
参
加
し

た
磯
田
章
太
さ
ん
は
「
蔵
之
元
港
で

折
り
返
し
て
か
ら
の
上
り
坂
が
き
つ

か
っ
た
が
、
１
位
で
ゴ
ー
ル
で
き
て

良
か
っ
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
に

も
親
子
で
参
加
で
き
て
楽
し
い
一
日

だ
っ
た
」
と
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

↑完走できるかな ↑海を横目に疾走、中には着ぐるみを着た選手も ↑一斉にスタートする選手ら
　（1.5 ㌔コース）
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大
規
模
災
害
に
備
え

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
と
津
波
避
難
訓
練

　

平
成
23
年
３
月
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
故
の
教
訓
か
ら
、
町
で
は

国
の
主
催
す
る
平
成
25
年
度
原
子
力

総
合
防
災
訓
練
に
あ
わ
せ
、
総
合
的

な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
原
子

力
災
害
に
係
る
関
係
機
関
の
知
識
の

習
熟
お
よ
び
相
互
の
連
携
強
化
や
町

民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し

た
、
長
島
町
原
子
力
総
合
防
災
訓
練

が
10
月
12
日
に
あ
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
九
州
電
力
川
内
原
子
力

発
電
所
か
ら
の
距
離
が
30
㌔
圏
内

（
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
＝
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
の
５
集
落
を
対
象
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
の
は
、
田
尻
、
火

ノ
浦
、
汐
見
、
潟
、
広
野
集
落
で
、

住
民
、
消
防
団
員
ら
あ
わ
せ
て
約

２
３
０
人
が
参
加
し
、
訓
練
で
は
、

災
害
対
策
（
警
戒
）
本
部
の
設
置
・

運
営
、
災
害
情
報
の
収
集
や
避
難
誘

導
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
誘
導
訓
練
で
は
、
各
集
落
の

小
学
校
や
公
民
館
を
緊
急
集
合
場
所

に
指
定
し
、
消
防
団
員
や
町
職
員
が

住
民
確
認
を
実
施
。
自
家
用
車
で
避

難
で
き
な
い
人
な
ど
を
、
町
が
所
有

す
る
バ
ス
に
誘
導
し
た
後
、
避
難
所

で
あ
る
町
総
合
体
育
館
へ
避
難
し
ま

し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
白
い
防
護
服
を
身

に
ま
と
っ
た
職
員
が
、
避
難
住
民
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
放
射
線
量
検
査
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
防
災
担
当
職
員
が

「
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

避
難
所
で
は
公
民
館
単
位
で
生
活
す

る
こ
と
に
な
る
。
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
で
き
る
だ
け
快
適
に
生
活
で
き

る
よ
う
、
助
け
合
い
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
で
訓
練
を
見
守
っ

た
川
添
健
町
長
は
「
多
く
の
町
民
の

参
加
と
協
力
が
あ
り
、
訓
練
が
ス

ム
ー
ズ
に
実
施
さ
れ
た
。
災
害
発
生

時
に
も
、
今
回
の
訓
練
を
生
か
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
の
午
前
中
、
津
波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
が
、
浦
底
地
区

の
４
集
落
（
浦
底
、
福
ノ
浦
、
三
船
、

桂
代
）
で
行
わ
れ
、
町
民
や
消
防
団

員
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
大
津
波
の
影
響
か

ら
、
参
加
し
た
住
民
ら
は
み
な
真
剣

で
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
が

伺
え
ま
し
た
。

↑スクリーニングでは放射線量を測定 ↑緊急集合場所で、職員の確認後バスへ乗り込む住民ら（田尻集落）

↑津波を想定し、消防団員の誘導で高台へ避難する住民ら（浦底集落）
↑消火訓練を行う住民
　（福ノ浦集落）
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◎種牛一部 
（競り市 終了後～ 12 カ月）

▼優秀賞
　古川修一、宮路健作、町口　光　　
◎種牛二部
　 （13 カ月～ 19 カ月未満）

▼最優秀賞
　［一席］山口正成　［二席］宮路俊彦
　［三席］瀬ノ口里美　［五席］赤嵜　清
▼優秀賞
　繁殖センター、浦底初男、宮路幸雄、町田光彦、
　浦底初男
◎種牛三部

（17 ヵ月～ 23 ヵ月）
▼最優秀賞
　［三席］山口正成
▼優秀賞
　宮路幸雄、山口正成、兒玉美津子、仁田原裕司
▼団体賞
　［優勝］東事業所生産牛部会
　［三位］長島事業所生産牛部会

「はなはる号」が最優秀賞［秋季畜産共進会］

◎種牛一部 
（ 競り市終了後～ 12 カ月）

▼最優秀賞
　［一席］町口　光　［二席］宮路健作
　［三席］古川修一
▼優秀賞
　町田光彦
◎種牛二部 

（13 カ月～ 16 カ月未満）

▼最優秀賞
　［一席］山口正成　［二席］瀬ノ口里美
　［三席］赤嵜　清　［四席］浦底初男
　［五席］町田光彦　［六席］浦底初男
　［七席］宮路幸雄　［八席］宮路俊彦
　［九席］繁殖センター
▼優秀賞
　赤嵜　清、繁殖センター、浦底初男、鬼木直光、
　福山健一、町口　光、増永辰馬、宮路健作
◎種牛三部

（17 ヵ月～ 23 ヵ月）
▼最優秀賞
　［一席］山口正成［二席］宮路幸雄
　［三席］山口正成［四席］仁田原裕司
　［五席］兒玉美津子
▼優秀賞
　兒玉美津子、森山秋美

　平成 25 年度秋季畜産共進会が９月６日、
毎床家畜審査場で開催されました。出品牛
は、町内から 28 頭出場し、３つの部に月齢
ごとに個体審査と比較審査が行われ、グラン
ドチャンピオン賞に浦底集落の山口正成さん
所有牛「はなはる号」が選ばれました。
　また 17 日には、平成 25 年度出水地区秋
季畜産共進会が、出水中央家畜市場で開催さ

れ、出水地区内の育成牛 35 頭が３部門に出
場しました。
  町からは一部に３頭、二部に９頭、三部に
５頭出場し、最優秀賞に多数入賞しました。
　今回優秀だった山口さん所有の「はなはる
号」は、９月 28 日、県畜産共進会に出水地
区代表として出品し、優秀賞を得ました。
　２共進会の入賞者は次のとおりです。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
選
ば
れ
た

「
は
な
は
る
号
」
と
山
口
正
成
さ
ん
↓

長島から優秀種牛を多く輩出

長島町秋季畜産共進会 出水地区秋季畜産共進会
★グランドチャンピオン賞★

［二部一席］山口正成
★グランドチャンピオン賞★

［二部一席］山口正成
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i n f o r m a t i o n

　

町
で
は
、
年
間
約
１
０
０
人

の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
町
に
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ

ん
た
ち
が
安
全
に
、
元
気
に
育

つ
よ
う
、
ま
た
、
マ
マ
や
パ
パ
、

ご
家
族
が
、
妊
婦
の
出
産
・
育

児
を
安
心
し
て
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
町
で
は
６
月
と
12
月
に

妊
婦
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

初
め
て
の
妊
娠
の
人
も
、
２

回
目
以
降
の
妊
娠
の
人
も
、
妊

娠
し
た
喜
び
が
大
き
い
と
と
も

に
、
戸
惑
い
や
不
安
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
教
室
に

参
加
し
て
、
同
時
期
に
出
産
を

迎
え
る
妊
婦
さ
ん
た
ち
と
一
緒

に
学
ん
だ
り
、語
り
合
っ
た
り
、

お
友
だ
ち
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

妊
婦
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
ご
家
族
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　時

※２回コースで

行いますがどち

らかだけの参加

でも大丈夫です

１回目

12 月３日 ( 火 )

午後１時 30 分～午後４時 30 分

( 受付：午後 1 時～）

２回目

12 月 13 日 ( 金 )　

午後１時 30 分～午後４時 30 分

( 受付：午後 1 時～）
場　　所 保健福祉センター（鷹巣）

内　容

　妊娠・出産から育児まで、知識や方法など妊婦さんの質問や相談に

も応じながら行います。

講師には経験豊富な助産師も迎えます。

（内容の詳細は、町内在住の妊婦さんには改めて個別通知します）
持参するもの 母子手帳

参　加　料 無料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

妊婦教室（イルカ教室）開催

不
妊
・
不
育

悩
ま
な
い
で
相
談
を

　

町
で
は
、
不
妊
症
や
不
育
症
に

悩
む
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
の
精

神
的
負
担
と
、
不
妊
症
、
不
育
症

治
療
に
対
す
る
医
療
費
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
少
子
化
対
策
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
医
療
費
の
一

部
を
助
成
す
る
「
長
島
町
エ
ン
ゼ

ル
支
援
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
町
内
に
１
年
以
上

居
住
し
、
婚
姻
後
１
年
以
上
経
過

し
た
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
で

す
。

対象者 町内に１年以上居住し、婚姻後１年以上経過した子どものいない夫婦

事業内容 不妊症、不育症などの相談検査、治療に係る医療費の一部を助成

申請方法 役場保健衛生課にある申請書に記入

助成額

申請年度における助成金の上限額は 10 万円。

ただし、鹿児島県不妊治療費助成金を同一の治療で申請し、助成額を受

け取っている場合は、その助成額を控除した額になります。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］
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NAGASHIMA TOWN Public Relations

●
応
募
資
格

　

長
島
町
に
居
住
し
て
い
る
次
の
児
童
が
入
園
で
き
ま
す
。

　

３
歳
児　

平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

４
歳
児　

平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

５
歳
児　

平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

●
募
集
定
員

　

鷹
巣
幼
稚
園　
　

70
人　

　

獅
子
島
幼
稚
園　

35
人

●
入
園
の
手
続
き

　

◇
入
園
希
望
者
は
入
園
願
書
を
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
幼
稚
園
お
よ
び
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

　

◇
受
付
期
間　

11
月
11
日
（
月
）
～
12
月
27
日
（
金
）

　
　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

●
保
育
料
な
ど

　

◇
保
育
料　

月
額
３
５
０
０
円

　

◇
給
食
費　

月
額
４
０
０
０
円
（
平
成
25
年
度
）

●
保
育
時
間
な
ど

　

希
望
さ
れ
る
幼
稚
園
に
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鷹
巣
幼
稚
園

　

☎
（
86
）
１
２
６
８

　

獅
子
島
幼
稚
園

　

☎
（
89
）
３
０
４
５

長
島
町
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成
26
年
度
の
新
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

在
園
児
で
継
続
入
園
を
希
望
す
る
人
は
応
募
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
立
幼
稚
園
の
園
児
を

募
集
し
ま
す

歯周病疾患検診を実施します
　

町
で
は
、
歯
周
病
疾
患
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

　

最
近
、
歯
ぐ
き
が
や
せ
て
き
た
、
赤
く

は
れ
て
き
た
、
歯
の
ぐ
ら
つ
き
が
あ
る
、

む
せ
や
す
い
な
ど
と
い
っ
た
口
の
中
で
気

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

受
診
を
し
て
、
歯
周
病
疾
患
が
あ
れ
ば
早

め
に
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

対象者

・今年度中に、40 歳、50 歳、60 歳、70 歳になる人

・検診一括申込書において、歯周疾患検診を申し込んだ人

・40 歳以上で、歯周疾患検診を希望する人
費用 無料

場所
・児島歯科医院　☎（86）1266

・国民健康保険平尾診療所　☎（88）3600

日程
11 月１日（金）～ 11 月 30 日（土）

（休診日を除く）

注意事項

・検診を希望する人は、必ず病院に直接予約してください

・対象者へは通知を行っています

（詳細については通知をお読みください）

『
８
０
２
０
』

『
７
０
２
４
』
募
集
中

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
歯
の
表
彰
の
対
象
者

（
過
去
に
町
の
歯
の
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
人
）

を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象
者

・
今
年
度
中
に
70
歳
（
昭
和
18
年
４
月
１
日
～

昭
和
19
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
に
な
り
、
自
分

の
歯
が
24
本
以
上
あ
る
人

・
今
年
度
中
に
80
歳
（
昭
和
８
年
４
月
１
日
～

昭
和
９
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
に
な
り
、
自
分

の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
人

・
70
歳
以
上
で
右
記
に
該
当
す
る
表
彰
を
受
け

て
い
な
い
人

　

表
彰
は
12
月
に
行
う
予
定
で
す
。
自
分
ま
た

は
家
族
が
該
当
す
る
場
合
は
、11
月
22
日
（
金
）

ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］
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10
月

２
日

３
～
５
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

15
日

17
日

19
日

23
～
24
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

地
域
行
政
懇
話
会
（
長
島
町
役
場
）

商
工
会
青
年
部
試
食
会
（
鷹
巣
）

全
国
国
保
診
療
所
開
設
者
サ
ミ
ッ
ト

お
よ
び
都
道
府
県
会
長
会（
島
根
県
）

焼
酎
祭
り
（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

町
文
化
ホ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
公
演
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

産
業
廃
棄
物
災
害
時
協
定
式（
長
島
町
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会（
出
水
市
）

全
体
朝
礼
（
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

国
保
運
営
協
議
会（
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給（
長
島
町
役
場
）

獅
子
島
航
路
改
善
協
議
会（
長
島
町
役
場
）

地
区
教
育
振
興
大
会（
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

県
後
期
高
齢
医
療
連
合
医
療
懇
話
会（
長
島
町
役
場
）

指
江
保
育
園
運
動
会（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

原
子
力
防
災
訓
練
（
長
島
町
内
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
県
大
会
（
阿
久
根
市
）

大
型
宿
泊
施
設
建
設
検
討
委
員
会
（
長
島
町
役
場
）

造
形
美
術
展
開
会
式
（
太
陽
の
里
）

全
国
漁
港
漁
場
大
会（
愛
媛
県
松
山
市
）

長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会（
指
江
）

県
後
期
高
齢
医
療
連
合
運
営
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

造
形
展
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会（
鷹
巣
）

ご
み
減
量
推
進
協
議
会
（
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

県
公
民
館
関
係
者
研
修
会（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
戦
没
者
追
悼
式（
鹿
児
島
市
）

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会（
鹿
児
島
市
）

九
州
地
方
整
備
局
へ
の
要
望
活
動
な
ど
（
福
岡
県
）

全国の島々が集まる、離島の祭典
　

離
島
へ
の
定
住
や
交
流
を
応
援
す

る
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
３
」
が
、

東
京
都
池
袋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
か
ら
も
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
獅
子
島
の
特
産
品

な
ど
を
販
売
す
る
販
売
ブ
ー
ス
を
設

置
し
ま
す
。
関
東
在
住
で
本
町
に
縁

の
あ
る
か
た
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

○
日
時

　

11
月
23
日
（
土
）
～
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
（
２
日
目
は
午
後
５
時
ま
で
）

○
場
所

　

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

　

文
化
会
館
３
階
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ

　
（
東
京
都
豊
島
区
池
袋
３
―
１
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
３
実
行
委
員
会

　

☎
０
３
（
６
８
２
２
）
９
２
４
６

　

http://w
w

w
.i-lander.com

/
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沖
め
ざ
す
出
漁
の
船
い
わ
し
雲　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

書
き
終
へ
し
日
記
閉
づ
れ
ば
虫
時
雨　
　
　

竹
内　
　

功

満
月
や
天
女
降
り
た
る
古
墳
群　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

月
見
月
古
墳
に
ゆ
る
き
波
の
音　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

手
の
し
わ
が
生
き
様
映
す
敬
老
日　
　
　
　

中
橋　

藤
七

わ
ら
わ
ら
と
移
る
雀
や
秋
う
ら
ら　
　
　
　

迫
口　

君
代

婚
礼
の
日
取
り
決
ま
り
て
水
引
草　
　
　
　

大
堂　

早
苗

牛
小
屋
の
牛
の
寝
息
や
秋
の
宵　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

秋
暑
し
熱
も
て
赤
き
島
畑　
　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

峰
々
に
風
車
が
回
る
秋
の
風　
　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

老
ひ
て
な
ほ
真
赤
に
も
ゆ
る
曼
珠
沙
華　
　

二
階
堂
恵
子

来
年
ま
た
見
る
日
の
あ
り
や
お
し
ろ
い
花
種
が
掌
て
の
ひ
らに

濡
れ

て
こ
ぼ
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

浮
灯
台
は
沖
に
ほ
の
か
な
灯
り
見
ゆ
灘
に
は
大
型
の
避
難

船
留
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

生
涯
に
飽
か
ざ
る
も
の
は
故
郷
の
岸
辺
に
眺
む
る
落
日
の

景　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

茜
空
背
に
し
て
舞
ひ
飛
ぶ
鳶
の
群
鮮
明
に
見
ゆ
病
院
の
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

庭
に
見
て
風
車
の
羽
根
が
支か

ふ
ご
と
き
中
秋
の
月
光
り
遍

あ
ま
ね

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

久
び
さ
に
雨
の
匂
へ
る
菜
園
に
二
日
浸
せ
し
菠ほ

う
れ
ん
そ
う

薐
草
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

と
な
り
あ
う
酒
造
工
場
に
蒸
す
芋
の
活
気
づ
く
香
り
甘
く

流
れ
来く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

草
や
ぶ
を
抜
き
出
で
て
咲
く
赤
き
薔
薇
か
ぼ
そ
き
枝
に
凛

と
し
て
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

川
辺
川
の
新に

い
ば
し橋

い
く
つ
渡
り
来
て
一
期
一
会
の
蕎
麦
食
べ

［
短
歌
］

富
士
山
に
登
り
署
名
書
い
た
こ
と
今
世
界
遺
産
な
り
て
喜

び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

島
の
花
水
仙
盛
る
道
端
に
思
い
出
密
む
歩
む
日
あ
り
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

一
年
は
後
わ
ず
か
な
る
事
な
る
や
振
替
思
う
色
々
有
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

秋
深
き
つ
つ
が
な
け
れ
ど
同
郷
の
会
の
め
ぐ
り
き
時
矢
の

ご
と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

［
俳
句
］

大
型
の
台
風
九
州
そ
れ
ゆ
く
か　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

　定年してからの人生が一生の
４分の１を占めている現代で、
人生のテーマとなる「老後」の
攻略法を紹介します。

な
ん
で
も
魔
女
商
会
⑳

運
命
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

あ
ん
び
る
や
す
こ　

著

　今回の依頼は、女の子なら誰
もが一度は憧れるウェディング
ドレス。どんな素敵なドレスが
できるのでしょうか？

定
年
ま
で
に
知
ら
な
い
と
ヤ
バ
イ

お
金
の
話

岡
崎　

充
輝　

著

て
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

無い
ち
じ
く

花
果
の
花
実
の
区
別
つ
か
ぬ
ま
に
紫
の
熟う

れ
み実
葉
の
陰
に

見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

台
風
の
余
波
迫
り
た
る
夕
暮
に
横
波
う
け
つ
つ
小
船
避
難

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

心
地
よ
き
朝
の
目
覚
め
か
厨
べ
に
嫁
の
自
慢
の
味
噌
汁
匂

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

秋
の
延
草
む
ら
す
べ
て
刈
り
取
れ
ば
住
む
家
な
く
し
て
虫

の
声
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

は
ち
き
れ
む
ば
か
り
に
腹
の
膨
ら
み
し
雌
カ
マ
キ
リ
が
秋

日
に
憩
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

す
ぐ
そ
こ
に
八
十
と
い
う
年
齢
が
壁
の
如
く
に
突
っ
立
っ

て
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

間
違
え
し
分
だ
け
回
り
道
と
な
り
そ
の
回
り
道
に
草
の
花

咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

そ
れ
は
そ
れ
こ
れ
は
こ
れ
と
し
腹
立
て
ず
上
手
に
二
世
帯

住
み
分
け
て
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

草
刈
機
使
い
て
刈
る
は
も
う
無
理
で
鎌
に
て
刈
れ
ば
夕
暮

と
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

健
や
か
に
育
っ
て
く
れ
よ
と
声
を
か
け
土
に
託
し
て
馬
鈴

薯
を
植
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

ト
ラ
ク
タ
ー
過
ぎ
ゆ
き
た
り
し
路
上
に
は
断
面
光
る
土
が

残
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信
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自
衛
隊
鹿
児
島
協
力
本
部
で
は
、

平
成
25
年
度
自
衛
官
候
補
生
（
男

子
）
の
第
２
次
募
集
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

○
募
集
資
格

　

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
で
18

　

歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本
国
籍

　

を
有
し
て
い
る
健
全
な
者

○
採
用
予
定
人
員

　

数
十
名

○
受
付
期
間

　

10
月
５
日
（
土
）
～

12
月
６
日
（
金
）

○
試
験
期
日

　

12
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）

　

の
う
ち
指
定
す
る
日

○
場
所

　

陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地

　

※
状
況
に
よ
り
、
奄
美
大
島
、

　

徳
之
島
で
も
実
施
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

☎
０
９
９
（
２
５
３
）
８
９
２
０

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大

学
で
は
、
平
成
26
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ

ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学

ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

○
受
講
分
野

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

　

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

　

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
出
願
期
間

　

平
成
25
年
12
月
１
日
（
日
）
～

平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
こ

の
週
間
は
、
国
民
生
活
に
深
い
か

か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い

て
、
そ
の
必
要
性
お
よ
び
使
途
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
税
に
関

す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。
今
年
は

「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
適
正
で
公
平

な
課
税
お
よ
び
徴
収
の
実
現
に
向

け
た
国
税
庁
の
取
り
組
み
や
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
て
紹
介
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
国
税
庁
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
を
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
開
設
し
て
い

る
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

w
w

w
.nta.go.jp

人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週

間
で
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
23
年
12

月
10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
今
年
で
65
周
年
を
迎

え
、
全
国
各
地
で
人
権
に
関
す
る

各
種
の
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
県
で
も
、
期
間
中
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、
新
聞
に
よ
る
啓
発
活
動

や
鹿
児
島
市
に
お
い
て
「
人
権
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
作
品
展
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
集

中
的
に
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
室

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

エ
イ
ズ
に
関
す
る
平
日
夜
間

検
査
を
実
施
し
ま
す

　

エ
イ
ズ
の
予
防
お
よ
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
、
エ
イ
ズ
患
者
の
早
期
発

見
を
目
的
と
し
て
、
12
月
１
日
の

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
あ
わ
せ
た
11

月
16
日
か
ら
12
月
15
日
を
「
鹿
児

島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
に
感
染

者
、
患
者
の
早
期
発
見
に
努
め
る

た
め
、
希
望
者
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検

査
を
行
い
ま
す
。
検
査
は
匿
名
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
は
即

日
わ
か
り
ま
す
。

○
検
査
日
時

　

11
月
27
日
（
水
）

　

午
後
５
時
～
８
時

○
費
用

　

無
料

○
場
所

　

出
水
保
健
所

○
注
意
事
項

自
衛
官
候
補
生
募
集
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検
査
は
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
で
す
。
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
に
対
す
る

暴
力
や
離
婚
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題

な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問

題
に
つ
い
て
女
性
の
弁
護
士
が
電

話
と
面
接
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
優
先
で
す
。

○
日
時

　

11
月
19
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
問
い
合
わ
せ
先

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
３
１

個
人
事
業
税
12
月
２
日
ま
で

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務

所
ま
た
は
事
業
所
を
持
ち
、
事
業

を
行
っ
て
い
る
個
人
が
納
め
る
税

金
で
す
。
県
の
地
域
振
興
局
な
ど

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

○
納
期
限

　

12
月
２
日
（
月
）

○
納
税
方
法

　

・
金
融
機
関
窓
口

　

・
電
子
収
納
（
ペ
イ
ジ
ー
収
納
）

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
パ
ソ

　

コ
ン
や
携
帯
電
話
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か

　

ら
納
付

　

・
口
座
振
替

※
個
人
事
業
税
は
口
座
振
替
が
大

変
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６(

25)

５
２
０
５

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は
確

実
に

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ

て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は

使
用
者
が
納
め
る
税
金
で
す
。
自

動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、
廃

車
し
た
場
合
に
は
登
録
手
続
が
必

要
で
す
。
登
録
が
済
ん
で
い
な
け

れ
ば
、
自
動
車
税
を
、
い
つ
ま
で

も
元
の
所
有
者
や
使
用
者
が
納
め

る
こ
と
に
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ

お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

○
移
転
登
録

　

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り

　

他
人
に
譲
っ
た
と
き
ま
た
は
自

　

動
車
を
買
っ
た
と
き

○
抹
消
登
録

　

自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

　

と
き

○
変
更
登
録

　

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
の
登
録
手
続
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

　

☎
０
５
０(

５
５
４
０)

２
０
８
９

　

自
動
車
税
に
つ
い
て

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６(

25)

５
２
０
５

里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
自
ら
の

家
庭
に
温
か
く
迎
え
入
れ
、
愛
情

と
真
心
を
込
め
て
養
育
す
る
こ
と

で
す
。
県
で
は
、
子
ど
も
の
養
育

に
理
解
と
熱
意
、
そ
し
て
子
ど
も

に
対
す
る
豊
か
な
愛
情
を
有
し
て

い
る
人
を
、
里
親
と
し
て
認
定
、

登
録
し
、
保
護
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
の
養
育
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
９(

２
６
４)

３
０
０
３

　

県
で
は
、
食
の
安
心
・
安
全
に

関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
「
鹿
児
島
県
食
の
安
心
・

安
全
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
る
と
、
食
の
安
全
に
関
す
る

情
報
が
届
き
ま
す
。
県
か
ら
食
の

安
全
に
関
す
る
話
題
や
食
品
衛
生

情
報
な
ど
の
「
食
の
安
心
・
安
全

情
報
メ
ー
ル
」
を
定
期
的
（
月
２

回
）
に
配
信
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

　

人
や
事
務
所
を
有
す
る
団
体
・

　

企
業
・
学
校
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン

　

ま
た
は
携
帯
電
話
で
の
メ
ー
ル

　

受
信
が
可
能
な
人
（
通
信
料
は

　

受
信
者
負
担
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
食
の
安
全
推
進
課

　

☎
０
９
９(

２
８
６)

２
８
８
８

女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

食
の
安
心
・
安
全
推
進
パ
ー

ト
ナ
ー
募
集
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↑協定書に署名し、川添健町長と握手する三谷会長

災害時廃棄物処理等の協力協定を締結

　10 月７日、町と県産業廃棄物協会（三谷純
夫会長）による、災害時における廃棄物の処理
等の協力に関する協定締結式が長島町役場であ
りました。
　この協定は県内市町村で４番目で、町の要請
に基づき、同協会が災害時に発生した廃棄物の
撤去や運搬、処分に協力するものです。
　式で三谷会長は「災害時の復旧活動を通じて
地域に貢献したい。今後は、廃棄物を早く運搬
するだけでなく、再利用を考えた対応が必要」
と話しました。

害時も再資源化の対応を災

第 20 回長島古墳まつり

にしえの文化を学ぶい
　10 月 19 日、第 20 回長島古墳まつりが、な
がしま風車公園でありました。
　この日は、町内の小学生ら約 190 人が参加し、
勾
まがたま

玉づくりや、弓矢の操作、火おこしなど古代
時代の生活を体験しました。
　弓矢体験では、的を射るのが難しい様子でし
たが上手に矢を放つことができると、喜びの声
があがっていました。
　参加した蔵之元小学校５年の鈴木美憂さんは

「勾玉は魔除けと教えてもらってから、毎年参
加して集めてる。これからも参加し続けたい」
と楽しんだ様子でした。

↑弓矢体験で、的を狙う児童ら

↓普段見ることのできない施設内部を見学する参加者

エコリア北薩リサイクル祭り

　リサイクルセンターエコリア北薩で、８月１
日から 25 日の間、エコリア北薩リサイクル祭
りがありました。
　最終日には、施設の仕組みなどの展示や、普
段は見ることができないアルミ選別機などの見
学があり、来場者は、ごみの減量やリサイクル
について理解を深めました。
　また、修理再生された自転車や家具などの抽
選会や、衣類、書籍などの無料頒布などもあり、
多くの人でにぎわいました。

ったいないを再確認も
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平尾中オリジナルキャラクター

　10 月 11 日、道の駅黒之瀬戸だんだん市場で、
平尾中学校（今村典盟校長）の１年生から３年
生の生徒 14 人が、平尾中オリジナルキャラク
ター「せとっぴー」の関連商品を販売しました。
　総合的な学習の時間を利用して、Ｔシャツや
ハンドタオル、クッキーなどを販売したほか、
駐車場の清掃やチラシ配布も行い、長島のＰＲ
に貢献しました。
　２年の濵元結華さんは「接客は難しくて緊張
した。お客さんが購入してくれた時は嬉しかっ
た」と、喜んだ様子でした。

とっぴー商品を販売せ

こまで伸びるか成長が楽しみど
宮内さん宅のサボテン

　唐隈集落の宮内淳子さん宅の庭先でサボテン
が大きく育ち、周囲の目を驚かせています。
　サボテンは 15 年ほど前に知人からもらった
物で、柱サボテンの鬼

き め ん か く

面角という種です。
　庭先に植えてみたところ、当初 30 ㌢ほどだっ
たサボテンは、ぐんぐん成長を続け、今では高
さおよそ５㍍ほどになりました。
　宮内さんは「北風が強く当たっても折れずに
成長を続けた。よっぽど庭の土と相性が良かっ
たのかも。子どもの成長を見ているみたいで、
どこまで大きく育つか楽しみ」と、成長に期待
しました。
　このサボテンは、年に数回花を咲かせ、今年
もたくさんのつぼみを開花させました。

↑市場正面で接客に挑戦する生徒ら

↓大きく育ち、軒先をも超えたサボテンと宮内さん
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気になって飛び立って元 傷ついたトンビを保護

　10 月 28 日早朝、赤瀬清掃社（赤瀨宏之社長
＝指江集落）の駐車場で、羽を傷つけたトンビ
が発見されました。
　赤瀨さんが出勤し、事務所前の駐車場に車を
停めようとすると、場内を跳びはねるトンビを
見つけました。近づいてみると、トンビは片方
の羽が折れていて、飛び立つことができません
でした。赤瀨さんはコンテナの中に保護し、す
ぐに獣医に電話し、同日午後、無事に町内の獣
医に引き取られました。
　赤瀨さんは「最初は保護しようか迷ったが、
放っておくのはかわいそうだった。けがをした
原因はわからないが、元気に飛び立てるよう早
く回復して」と、見守りました。

非常用発電機を配備

しもの場合に備えても
　10 月、町では、平成 25 年度宝くじ助成金で、
獅子島の４つの自主防災組織へ非常用発電機を
配備しました。
　これは、災害などで各集落が孤立した場合の
電源確保や、自主防災組織の訓練などの防災活
動のために配備したものです。
　幣串自主防災会の池田卓男会長は「近年、国
内では津波やゲリラ豪雨といった大災害が多く
発生している。災害時や自主防災組織の訓練な
ど有効に活用したい」と話しました。

↑獅子島の４地区に配備された発電機

↑コンテナの中で一時保護されたトンビ

↓スパイクが決まると、館内には仲間から歓声があがる

睦深め、ボール追う親 第８回同期生対抗バレーボール大会

　10 月 21 日から 11 月１日にかけて、第８回
同期生対抗バレーボール大会が、町総合体育館
でありました。
　同級生でチームを組み、先輩後輩らのチーム
と争うこの大会に、町内の 43 チームが参加し
ました。39 歳以下と 40 歳以上の２部に分かれ
て、連夜熱戦が繰り広げられました。
　優勝は、39 歳以下が 53 年生まれの「キング
ダッシュＡ」チーム、40 歳以上が 45 年生まれ
の「生活部」チームでした。
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日の雨もなんのその前
公民館対抗グラウンド・ゴルフ大会

　10 月６日、第８回自治公民館対抗グラウン
ド・ゴルフ大会が川床コミュニティグラウンド
であり、　町内の 32 自治公民館から 85 チーム
が参加しました。
　この日の前日は雨天で、グラウンドコンディ
ションが悪い中でも熱戦が繰り広げられまし
た。
　大会結果は次のとおりです。

［団体の部 ]
　優　勝　川床下（188 打）
　準優勝　山中Ａ（195 打）
　３　位　唐　隈（200 打）　
[ 個人の部 ]
　１　位　　橋　良信（川床下Ａ）
　　　　　（総打数 29 打）
　２　位　川下　孝　  （川床上Ｂ）
　　　　　（総打数 31 打）
　３　位　濵田　清明（唐隈）
　　　　　（総打数 31 打）

めが悪かったから・・・諦 宝くじ文化講演会

　10 月 11 日、町文化ホールで、宝くじ文化講
演会がありました。
　この公演は、日常生活に役立てるために使わ
れる宝くじの収益金を活用したものです。
　講師は、五輪アーチェリーメダリストの山本
博さん。山本さんはアーチェリーを始めるきっ
かけなどについて講演し「諦めが悪い性格だっ
たから、アーチェリーを辞めずに続けることが
できた。そのおかげで、20 年かけ銅メダルか
ら銀メダルを獲得することができた」と熱く語
りました。
　講演には、約 250 人が来場し、メダリスト
の「諦めない」精神に耳を傾けていました。

↓グラウンド・ゴルフを楽しむ参加者

↑これまでの半生を熱く語る山本博さん

↑個人の部優勝の　橋さん（写真左）と
団体の部優勝の川床下チームのメンバー

片一

片一
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

８ １０ １１ １２ １３ １４

６ ７

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９

２０１３12

 １/1

１ ２ ３ ４ ５

９

３０ ３１  １/2  １/3  １/4

○飯尾医院 88-5040
○林泌尿器科クリニック64-8800
○有村産婦人科・内科 73-4180
○さくら通りクリニック62-2311
○椎原歯科医院 67-4111
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□さかえまち薬局 72-0978
◇出水総合医療センター

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎ラッコ教室
◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３～４カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○恒吉医院 82-0048
○上園医院 73-1055
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○しお歯科医院 67-5844
□いずみ調剤薬局 68-5822
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○福元医院 67-3200
○内山病院 73-1551
○荘記念病院 82-3113
○スマイル歯科医院 75-3300
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局 88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○鶴見医院 73-0553
○こどもクリニック永松64-1500
○よしもと歯科クリニック 75-3333
□フタヤ薬局 67-5253
□かしま薬局 63-3970
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇こどもクリニック永松64-1500

天皇誕生日

○飯尾医院 88-5040
○出水病院 62-0419
○いまむらクリニック 73-1700
○しもぞのクリニック 63-8300
○村岡歯科医院 62-0601
□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800
□市民調剤薬局 68-0150

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○広瀬産婦人科 62-1559
○内山病院 73-1551
○クリニックなかむら 62-0241
○水野歯科医院 82-0064
□ふれあい薬局 63-3070
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555
◇キッズクリニック 63-7707

○長島クリニック88-6405
○恒吉医院 82-0048
○鶴見医院 73-0553
○三慶医院 62-2333
○水野歯科医院 82-0064
□タカラ調剤薬局 63-8813
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局 88-6011
◇二宮医院 62-0167

○平尾診療所 62-8801
○平田整形外科クリニック 62-8801
○林胃腸科外科 73-3639
○野田診療所 84-2023
○金子歯科医院 63-2150
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□阿久根薬局 72-1017
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

● 12月 23日は天皇誕生日です。
　天皇誕生日は「今上天皇」（在位中の天皇）の誕生日を祝う日です。

祝日には、国旗を掲げましょう！


